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■はじめに

ブログでコメントを伝え合うのに用

いるのが、「トラックバック（TrackBack）」

です。

トラックバックは、単純な定型書式

のデータを送信するだけの仕組みなの

で、ASP.NETを使って簡単に実装でき

ます。

本稿では、トラックバックを送信す

る方法と、受信したトラックバック情

報を保存しておき、それをWebページ

にコメント一覧として埋め込んで表示

する仕組みを作っていきます。

■トラックバックの仕様

トラックバックは、ブログの先駆者と

も言える「Movable Type」（http://www.

movabletype.org/）で使われている仕

様です。仕様書は、

http://www.movabletype.org/docs/mttr

ackback.html

で参照でき、Movable Type以外のブロ

グでも多く使われています［注1］。

トラックバックの仕様概略を示すと、

図1のようになります。

コンテンツとトラックバックを
受け取るプログラムとの関係

コンテンツを公開する者がトラック

バックを受け取りたいならば、トラッ

クバックを受け取る何かしらのプログ

ラムを用意して、URLを1対1で割り当

てます。

たとえば、特集1-2「RSSで更新情報

を配信する」で説明した「Read.aspx/

YYYYMMDD」というURLでコンテン

ツが公開されているとします。

このとき、このコンテンツに対してト

ラックバックを受け取りたいなら、Tra

ckBack.aspxのようなWebページを用

意して「TrackBack.aspx/YYYYMM

DD」といったURLでトラックバックを

受け取れるように構成します。
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注1）最近では、ブログだけでなく商用サイトでも
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つまり、「Read.aspx/20050101とい

うURLに対応するトラックバックの送

り先はTrackBack.aspx/20050101」、

「Read.aspx/20050102に対するものな

らTrackBack.aspx/20050102」、という

具合に、「実際のコンテンツ」と「トラ

ックバックを受け入れるページ」を1対

1で対応させます。

このとき用意したトラックバックの

受け入れ先である「TrackBack.aspx/

YYYYMMDD」のURLのことを「トラ

ックバックPing URL」または略して

「トラックバックURL」と言います［注2］。

トラックバックの送信

トラックバックを受け取るためのト

ラックバックPing URLが用意されてい

る場合、コメントを付けたいと思うユー

ザーは、そのトラックバックPing URL

に特定のデータを送信することで「コ

メントを付けたよ」という情報を送る

ことができます。

トラックバックPing URLに送信する

データもしくはその行為を「トラック

バックPing」と言います。

トラックバックPingの構成は非常に

シンプルで、「自分が付けたコメントに

関する情報」を送信するだけです。

指定できる情報は、次の4つです。

①title：自分のコメントのタイトル。省

略されたときにはurlが採用される。

②excerpt：自分のコメントの要約。

255バイト以下。

③url：自分のコメントのURL。必須。

④blog_name：自分のコメントのブロ

グの名前（ユーザー名やニックネー

ムなど）。

送信は、単なるPOSTメソッド（<FO

RM method="POST">）を使って送ら

れます。そのためプログラムを作らな

くても、リスト1に示すHTMLフォーム

を使って送信することもできます。

※以下囲み記事

トラックバックを受け取る
プログラムの処理

トラックバックPingを受け取るプロ

グラム（図1ではTrackBack.aspx）では、

送られてきたトラックバックPingを処

理して、データベースやファイルなどに

記録します。

受け取ったデータをどのように使う

のかは自由です。

とはいえ多くの場合、トラックバッ

クPingの情報を自分のコンテンツの末

尾に「コメント一覧」のような形で列

RSS/TrackBack

注2）トラックバック仕様では、トラックバック
Ping URLではない、コンテンツのURLのことは、
「パーマネントリンク（permanentlink）」と呼ばれ
ます。

<HTML>

<BODY>

<FORM method="POST" action="トラックバックPing URL">

タイトル：<INPUT type="TEXT" name="title"><BR>

要約：<INPUT type="TEXT" name="excerpt"><BR>

URL：<INPUT type="TEXT" name="url"><BR>

名前：<INPUT type="TEXT" name="blog_name"><BR>

<INPUT type="SUBMIT">

</FORM>

</BODY>

</HTML>

リスト1：トラックバックPingを送信するHTMLフォームの例

コンテンツのURL 
Read.aspx/20050101 
 

Read.aspx

Read.aspx/20050101 
へのコメント 

トラックバックPing URL 
TrackBack.aspx/20050101

TrackBack. 
aspx

コメント一覧 

コメントの 
リンクを作成 

リンクが張られる 

トラックバックを送りたいユーザー 

トラックバック 
Pingデータ保存 

トラックバックPing

title＝自分のタイトル＆ 
url＝自分のURL＆… 

図1：トラックバックにおけるデータの流れ




